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「岩手の復興と再生に」 
　オール岩大パワーを

岩手大学震災復興推進レター

30vol.

調査結果について（抜粋）

三陸復興推進機構生活支援部門地域コミュニティ再建支援班の麦
倉哲教育学部教授らが岩手県山田町大沢地区の仮設住宅に入居して
いる住民の方々を対象に行った調査の結果を公表しました。この調査
は、世界保健機関（WHO）が提唱する世界共通の健康指標
（WHO-5）に基づく調査で、仮設住宅に入居されている方々の精神面
での健康状態について調査したものです。
調査は昨年11月に実施され、調査の結果、「生きがいが見いだせな
い」等精神面の健康状態が良好でないとされる男性の割合は51.9％
に上り、女性の37.1％に比べて高いことが分かりました。年齢別で見
ると働き盛りの40代で60％と高い結果となりました。また、地域の中
で何らかの活動を行っている人は、そうでない人と比較して精神面の
健康状態が比較的良好という結果になりました。
調査を実施した麦倉教授らは、精神面の支援も復興支援の重要な課
題であるとして、被災地域のコミュニティ再建のために精力的に活動
を続けています。5月30日には、山田町中央コミュニティセンターで、
行政や住民の方々と共に課題解決の方策を考える調査報告会も開催
しました。
この調査は、山田町大沢地区仮設住宅の皆様に多大なるご協力をい
ただき、実施しました。調査結果の中には大変貴重な体験や困難な事
情、重要なご指摘等も含まれています。この調査結果を今後のまちづ
くりに活かしていけるよう岩手大学ではこれからも継続的に活動して
まいります。

※比較的高い点数＝精神的に比較的健康である：青い帯
　比較的低い点数＝精神的に問題を抱えている：赤い帯　
　
精神面の健康状態の比較（①性別による差異） 精神面の健康状態の比較（③地域社会での活動の有無）

精神面の健康状態の比較（②年齢による差異）

（図１）　女性と比較して、男性の方が精神面の健康状態が良好でない
とされる割合が高い。

（図３）　地域社会内での活動について、「活動をしている」と回答した
　　　　人は精神面の健康状態が比較的良好であることが窺える。

（図２）　40歳代で精神面の健康状態が良好でないとされる割合が高い。　
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◆WHO-5とは
世界保健機構（WHO）が提唱する世界共通の健康指標。
日常生活に関する5つの質問に対して、「いつも」（5点）から

「まったくない」（0点）までの6段階で答える。25点満点のうち、13
点以上は比較的良好、12点以下は良好でないとされる。
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岩手県山田町大沢地区 仮設住宅調査の結果を公表しました
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岩手大学三陸復興プロジェクト岩手大学三陸復興プロジェクト
　岩手大学では岩手大学三陸復興推進機構を設置し、地域の行政や住民、他大学、
企業等と連携を図りながら、教職員・学生が一丸となって東日本大震災からの復
興に取り組んでいます。今回は、岩手県気仙地区の高校で、吹奏楽部の支援を行っ
ている教育支援部門芸術・体育支援班の活動の一例をご紹介します。

これまでの活動実績は、主に牛渡准教授による、高田高校吹奏楽部への合
奏指導と、教育学部音楽コースの学生等による気仙地区吹奏楽部員への技
術指導が挙げられます。
平成26年1月25日～26日には、盛岡市提案型復興推進事業による、「いわ
てブラスゾリステン・吹奏楽ファミリーコンサート in 大船渡」（大船渡市民
文化会館リアスホール）への出演（岩手県内のプロ奏者との共演）や、「平成
25年度岩手県吹奏楽連盟気仙支部第2回楽器講習会」において「いわてブ
ラスゾリステン」主要メンバーとともに、講師として同地区の生徒を指導し
たこともあり、より大規模な支援のイベントにも参加することができました。
平成26年度は年度当初に早速「平成26年度岩手県吹奏楽連盟気仙支部
第1回楽器講習会」への講師派遣依頼が寄せら
れ、5月3日に岩手大学教育学部音楽コース学生
によるほぼ単独での講習会を行いました。
今後も要望をいただく限り気仙支部吹奏楽連
盟に対して、地域の吹奏楽活動全体に貢献でき
るような支援の方法を探っていきたいと思って
います。震災から早くも3年以上が経過し状況は
変化していますが、充分に目を配りつつ活動を
継続していきたいと考えています。

三陸復興推進機構　教育支援部門　芸術・体育支援班

牛渡　克之（教育学部　准教授）

岩手県立高田高校吹奏楽部顧問の先生から、「世界各国からの支援によっ
て吹奏楽部へ楽器等の寄付などがあった。ハード面は充実してきているし、
国内外から指導者が来てくれるのは良いがどうしても単発のものに偏って
しまう。岩手大学の教員、学生に継続的に指導をしてもらえないか」とのご
相談をいただき、芸術・体育支援班が初めて高田高校吹奏楽部に赴いたの
が震災翌年の平成24年5月頃でした。
以後、合奏や演奏法の技術指導を継続して
行ってきました。当初は高田高校吹奏楽部のみ
の支援でしたが、吹奏楽コンクール等の学校単
位の競争の場は厳然として存在し、「同じ地域
にも多かれ少なかれ被害は及んでいたのだか
ら、本校だけが支援を受けて不公平になっては
いけない」という顧問の判断で支援は地区全体
へ、つまり岩手県吹奏楽連盟気仙支部へのもの
と変化しました。

八重樫結さん（教育学部４年）が
担当した打楽器講習の様子

梅津茉実さん（教育学研究科２年）
が担当したクラリネット講習の様子

釜石サテライトだより
新緑が輝き、釜石が一番きれいな季節となり、釜石サテライトにも釜石湾

からのさわやかな海風が吹く季節となりました。
釜石サテライト設置から１年２ヶ月が過ぎ、復興関連の諸事業実施のために
関係諸機関等へ広く開放しているセミナー室や会議室は、最近使用頻度が高
くなっています。ロビーなどが賑やかになる日も多くなってきました。
多くの海洋研究者や企業関係者に復興事業等のイベント会場として､更に
は水産研究の拠点として当サテライトを積極的に活用して頂きたいと思って
おります。
最近の釜石サテライトの状況について報告します。

●筑波大学附属駒場中・高等学校の中学生が訪問
５月２１日に筑波大学附属駒場中・高等学校の中学３年生７名が自主研修
のため釜石サテライトを訪れました。震災で中断していた岩手県への教育
旅行が昨年度再開され､７人程度の班ごとにテーマを決め､２３日までに内陸
や沿岸を旅しながら学習するものです。教育
旅行のために岩手県を訪れたのは約１２０
名。釜石サテライトを訪れた７名のテーマは
「水産業の現状」についてで、スタッフが震
災復興の現状、水産業の概要、三陸水産研究
センターの取り組みなどを説明し、７名のみ
なさんは積極的に質問をするなど水産業の
現状等についてたくさんの情報を収集する
ことができ有意義な訪問となったようです。

●「魚のまち」釜石モデルアクションプラン策定業務報告会の開催
平成２６年３月２４日に策定した「魚のまち」釜石モデルアクションプラン

を踏まえた報告会を５月２８日に釜石サテライトにおいて開催いたしまし
た。このアクションプランは、漁業者、県、市、大学等が連携し浜の女性の力
による加工作業や商品化作りによる付加価値向上及び６次産業化の推進を
図ることを目的とし、漁業協同組合女性部を中心とする事業プランとなっ
ています。報告会は、アクションプランの概要説明を初め、食品加工実習報
告、鹿児島視察と水産系インキュベーション調査報告、平成２６年度事業等
について行いました。当日は、釜石市内の
３漁業協同組合の参事・女性部、釜石市・
岩手県沿岸広域振興局の担当者、水産加
工業者等、約３０名の出席があり、平成２６
年度活動にあたっての課題、連携体制等に
ついて意見交換を行うなど、有意義な報
告会となりました。なお、この「魚のまち」
釜石モデルアクションプランは釜石市から
の委託事業として取り組んでいます。

　今後、様々なプロジェクトが展開される中で、現場窓口としてサポートさせ
ていただきます。

連絡先　岩手大学三陸復興推進機構釜石サテライト
〒026-0001 岩手県釜石市平田第三地割75-1

　　　 　TEL:0193-55-5691（代表）／FAX:0193-36-1610 
E-mail:kamaishi@iwate-u.ac.jp
URL:http://www.iwate-u.ac.jp/reconstruct/kamaishi/

報告会の様子

来所したみなさんとスタッフ
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岩手県吹奏楽連盟気仙支部への支援の取り組み
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■ 入試説明コーナー　11：30～14：30
　　　［学生センターＡ棟１階エントランスホール］
■ 学生寮紹介　　　　11：30～12：00
　　　［Ｇ18講義室］
■ 学生企画コーナー

全学入試説明会（進路指導教諭対象）

　　　　　　岩手大学入試課
TEL：019-621-6064　http : //www.iwate-u.ac.jp/

第1回 岩手大学オープンキャンパス 2014

お問い合わせ

日時：8月6日（水） 9：30～15：00
場所：岩手大学学部紹介、ミニ講義、研究室公開等を行います。皆様のご来場をお待ちしております。
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